
（別紙３）

〜 令和7年12⽉5⽇

（対象者数） 56 （回答者数） 46

〜 令和7年11⽉7⽇

（対象者数） 18 （回答者数） 18

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子どもたちが相互に育ち合うよう、グループでの保育も意
識して取り入れていく

・外部のアドバイザーの力を借りながら、子ども一人ひとりに
ついてより理解を深めたい

2

・散歩に行ったりおやつを一緒に食べたりと、意識して同じ活
動をする
・保育園の行事（お祭りや合奏等）の雰囲気を楽しめるよう
にする
・個に合わせた交流の機会を充実させたい

3
・保護者同士の交流の場を提供する
・ちょこっと記録の総集編を作成し、かわいい姿、成長した姿
をみんなで共有する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・個々の児の発達を的確に捉えて、どのようなかかわりが次
の育ちへと繋がっていくのか考えていく

2

・ふわりについて地域の方にもっと知ってもらうための機会を
更に作りたい

・公立保育園との交流を深め、保育園や幼稚園の現状につ
いて学ぶ機会を作る

3

・建物の経年劣化に伴い、不具合箇所が見られる
・計画的に修繕をすすめていく

・玩具や教具については子どもの興味を探りながら、必要な
ものを用意していく

・全職員が全ての子どもと関わりを持っている

・子どもに寄り添う保育をしている
　　　（個の世界、思いを保障できる）

・職員研修が充実している

・職員研修の中で、定期的に子どもの姿を共有している。
また、職員間で意見交換をし、いろいろな考え方や見方を知
ることができる

・隣接する保育園と日常的に交流している

・保育内容や行事に応じて積極的に遊びに行ったり仲のいい
友だちと意識して関われるようにしている

・リズム交流等、日常的な交流がよい刺激になっている

・保護者と職員、保護者同士の関係が築きやすい
・保護者送迎のため、毎日保護者と顔を合わせることができ
る。また、連絡帳を通して子どもの様子を共有できる
・保護者参加の行事が多いため、保護者同士が繋がりやす
い

・クラス以外の職員からも一日の子どもの姿を伝える
・保護者参加の行事では、親子だけでなく保護者同士の関り
を深められるよう配慮している

・施設環境が不十分なところがある

・玩具や教具の充実を図りたい

・気候変動もあり、大雨の日に駐車場が水没したりし、送迎時
に不都合が生じている

・保育者が用意したいものと、子どもが（発達的に）求めるも
のとの違いがある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・職員配置に余裕があるため、手厚すぎる場合がある
・個の世界に寄り添いすぎて、集団活動への誘いかけが不十
分になることがある

・地域の方との交流が少ない

・職員が、保育園や幼稚園の現状を理解できていないことが
ある

・支援が必要な子どもについて地域の方たちに理解してもら
いどのように交流していくかが難しい

・保育園や幼稚園の制度等が変わってきているが、周知でき
ていない

令和7年10⽉30⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和8年2⽉4⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名  島田市こども発達支援センター ふわり

○保護者評価実施期間 令和7年11⽉4⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


